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ケーブルテレビの多彩な利用法

雪国での自動検針

インターネットを利用する際に、電話回線の1万回線

分の容量を持つと言われるケーブルテレビの回線を使

うと、処理速度は「カメと新幹線」とたとえられるほどの

威力を発揮する。また、従量料金制ではなく定額料金

制であることも大きな魅力だ。ケーブルテレビにはイン

ターネット接続のほかにも、双方向機能を活かして、公

共料金の自動検針システムなど面白い利用方法がある。

使った分だけ請求される公共料金の検針は、電話の

場合には電話局で把握できるが、電気、ガス、水道に

ついては検針員が各家庭を回って、使用量をチェック

して歩くシステムになっている。

検針員が巡回する現在のシステムがいかに大変なこ

とかということ、言い換えれば人件費がかかるかという

ことを、諏訪のケーブルテレビ、LCV（株）が岡谷市で

行っている水道料金の自動検針システムを例に見てみ

よう。岡谷市は付近に白樺湖や蓼科高原などのリゾー

ト地を抱えているが、冬には豪雪地帯となる。電気や

ガスとは違い、水道のメーターは道路わきの地面の下

にある。岡谷市に限らず冬に豪雪に見舞われる地域

では、除雪が行われると道路わきに雪が積み上げられ

ることになる。道路わきの地面のメーターを検針しよう

と思えば、除雪で積み上げられた雪をかき分けて、さ

らにポットでお湯をかけたりしながら、ようやくメーター

のふたが開けられるところまでこぎ着ける。

これは大変な労力であり、別荘なども多いため、さ

んざん苦労して検針してみたらメーターがゼロだったと

いうこともある。こうした地区は北国にはいくらでも存在

する。人手を使うのではなく、ケーブルテレビの双方向

機能を使って自動検針ができるようになれば、どれだけ

便利になるのかは計り知れない。

プロパンガスの場合には、豪雪地帯の水道料金の検

針ほど苦労はないものの、自動検針システムを導入す

れば、残量の少ないボンベだけを取り替えに行けばよ

いし、ガス漏れセンサーと緊急遮断装置をつないでお

けばセキュリティー対策も万全だ。

ケーブルテレビの双方向機能を有効に活用できれば、

極力人手をかけずに済むようになる。人件費がかから

なくなった分だけ公共料金が安くなるのなら、ケーブル

テレビの利用者にとってもメリットのある話だ。

製鉄所での在宅勤務

ケーブルテレビによる双方向サービスの1つとして、

SOHO（スモール・オフィス・ホーム・オフィス）が注目を集

めてきている。インターネットを使って、自宅や郊外の小

さな事務所を拠点としながら、必要に応じてネットワー

ク上で専門家同士が協力し合うことで、さまざまな仕事

を成し遂げていくというものだ。テレワークと呼ばれた

こともあった。

テレワークは70年代に米国で生まれたコンセプトで、

「職場から離れた場所で通信技術を使って働く」という

意味だ。マイカー通勤による交通渋滞や環境汚染を減

少させることを目的に推奨された。従業員の一定割合

を在宅勤務としたり、郊外に設けたサテライトオフィスに

勤務させたりするものだった。

川崎製鉄水島製鉄所では、工場のコントロール用各

種コンピュータを在宅勤務で自宅から操作させている

という。製鉄所のラインの操作状況や作動状況を自宅

にいながらにして監視できるだけでなく、本社からの生

産命令も把握できるということだ。製鉄所ではラインが

止まると大損害が出るということで、休日や夜間の急な

トラブルに対応していくために、在宅勤務が採られてい

る。ここでもケーブルテレビの双方向性が一役買ってい

るわけであり、インターネットとの相乗効果が出てくれば、

さらにサービスの幅が広がりそうだ。
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にし・ただし：さくら総合研究所メディア調査室長。三井銀
行（現さくら銀行）を経て1994年より現職。著書に「デジ
タル放送元年」（日刊工業新聞社）、「放送デジタル化の功
罪」（中央経済社）ほか多数。西 正
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